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――来日のきっかけは。
高校生のときからアジアとか仏教に興味

があったんです。神学校を卒業後、日系の
先生の紹介で交換留学生として京都の聖マ
リア教会に来て、10か月ほど過ごしまし
た。そこで妻と知り合い、一時は妻ととも
にアメリカに帰国して、5年間ほど暮らし
ていました。でも、また日本で生活したく
なって1992年に再来日したんです。
――木工はどこで学ばれたのですか。
僕のおじいさんが趣味で家具づくりをし

ていたから、たぶん遺伝かな。子どものこ
ろからものをつくることが好きだったんで
す、秘密基地とかね（笑）。大きくなってか
らも大工のアルバイトをして、だんだん道
具の使い方にも慣れてきたんですね。アメ
リカで牧師になってからも大工仕事は続け
ていました。再来日した最初の2年間は、京
都で牧師の仕事だけをしていたんですが、
すごく退屈で（笑）。1994年に妻の実家が
ある近江八幡に移り住んで、家具づくりを
本格的に始めたんです。
――来日してから日本人のイメージは変わ
りましたか。
以前は「われわれ日本人は」という言葉

から、日本人はこういうものだという一つ
のイメージしかなかったのですが、日本語
が話せるようになって個々の日本人とお付
き合いすると、それぞれが自分のストーリ
ーをもっている個人だということが分かる
ようになりました。日本人も外国人もみん
な「地球市民」なんですね。僕はアメリカ
で生まれて日本に住んでいるけど、「日本に
住んでいる」という意識はなくて「世界人」
だと思っています。世界中の人間に国籍が
なくなったら、国同士の問題もなくなると

思うんですけどね。

――どんな家具づくりを。
アーティスト（芸術家）ではなくクラフ

トマン（工芸家）として、自分のスタイル
をもつことが目標です。「シェーカー・スタ
イル」と日本人のセンスが好きですね。シ
ェーカー・スタイルとは、18世紀アメリカ
のキリスト教団から生まれたもので、自然
の木本来の個性を生かしたシンプルで機能
的な木工品のことです。法隆寺の宮大工・
西岡常一氏が書いた『木のいのち木のここ
ろ』という本が好きなんですが、山の北側
にあった木は建物でも北側に、南側にあっ
た木は南側に使い、曲がっている木でもど
こかに使う場所があると書かれています。
それは、人間も同じだというんですね。僕
も、木の色や節目、シミも残して、木材そ
のものを生かした感じにつくります。木は
切られてからも生きていて、人間と同じく
完璧ではありません。だから、木材の形に
あわせて家具をデザインするんです。しば
らく寝かせておくと、木材にあったイメー
ジがわいてくるんです。楽しいですよ。
――ボランティア活動もされているんで
すね。
世界的な居住問題に奉仕するＮＧＯ「ハ

ビタット　フォー　ヒューマニティー
（Habitat for Humanity）」の活動に参加して
います。募金やフリーマーケットなどで集
められた資金をもとに、住む家がない人た
ちのために家を建てる活動で、家を得た家
族は材料費を返済能力に応じて支払い、ま
た一定時間の労働奉仕をするんです。
僕も今年の9月にモンゴルに行って、ゲル
ではなく木造の家づくりのお手伝いをして
きました。モンゴルは冬の寒さがとても厳
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しいから、家がないと凍死してしまう。こ
れまで貧しい人々のことを頭では理解して
いたつもりなんですが、実際にモンゴルに
行ってみて「違う！」と思いました。「ハビ
タット」の活動は現地の人のために働くの
ではなく、自分自身が変わるための体験な
のです。
――滋賀県人にメッセージを。
いっぱいありますよ（笑）。どの「説教」

にしましょう（笑）。滋賀県は、琵琶湖など
自然と遊ぶ場所がたくさんありますし、日
本の中でも本当に素晴らしく恵まれたとこ
ろだと思います。その美しい自然をみなさ
んといっしょに守っていきたいですね。近
江八幡にも2年前に「北之庄沢を守る会」が
できて本当にうれしかったです。

――今後の抱負は。
いままでと同じように自分のペースで自

分の好きなことをやります。妻は大学でレ
クリエーションを教えているのですが、毎
日、妻とゆっくり話をしながら付近を30分
ぐらい散歩しています。その日の心の準備
ができるいい習慣です。妻と僕との共通の
メッセージは、人生をゆっくり、のんびり
なんです。仕事で忙しくなったら、できる
だけペースダウンを心がけるようにしてい
ます。明日のことは誰にもわかりません。
だから今日という日を、楽しく生きたいと
いうのが2人の思いなんです。日本だと「す
みません、お忙しいところ」とか「お忙し
いですか」が挨拶になっていて、忙しくな
いとサボっているみたいでしょう。欧米だ
と「楽しんでいますか、エンジョイしてい
ますか」なんですね。妻はきっと有名にな
るでしょうが、私は大工としてじっくり仕
事を続けていきたいですね。
――ご自分のイメージどおりの生き方ですね。
そう！　すごく悩んですごく時間がかか

りましたが、やっと生活が落ち着きました。
ようやく自分自身が分かって、ここに根っ
こが張れましたから、これからはモンゴル
などいろんなところに行けます。来年から
は「ハビタット」のプログラムリーダーと
して、参加者を募ってモンゴルで家づくり
を進めたいと思っています。
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